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報道関係各位 2022年9月15日
株式会社サンシャインシティ

※状況により、内容・スケジュールが変更になる場合がございます。※画像はイメージです。 ※金額はすべて税込です。

9月30日（金）～12月18日（日）18:15～21:00

報道関係者様からの
お問い合わせ先

株式会社サンシャインシティ コミュニケーション部 広報担当 成保・鳴海・深野・佐藤・大浦
TEL.03-3989-3329（平日9:30～18:00） FAX.03-3989-3451 pr@sunshinecity.co.jp

共同ピーアール株式会社 PRアカウント本部9部 内山・前山・高橋 TEL. 03-6260-4861 sunshinecity-pr@kyodo-pr.co.jp

終わりは始まり展
夜間特別営業夜のサンシャイン水族館

今回のコンセプトは、生き物たちの「死」と「その先」。混沌とした現代において、世代問わず「死」に対して意識を向け
る機会が増えたと感じます。生き物たちは様々な状況、過酷な環境の中でも精一杯生き抜こうとし、次なる命に自ら
の命をつなげようとします。その姿は尊いものであり、「生きること」を見つめ直すきっかけをくれることと考えます。

さらに、飼育スタッフが一から制作した、生き物たちが過酷な自然界を生き抜く術をクイズ形式で学べるコンテンツ「命
を繋げ！運命の選択～自然の中を生き延びろ！～」や海の環境問題について考える「オリジナル模型」が登場。また、
サンドアート集団SILT（シルト）による生き物の命のバトンがつながれていく様子を描いたサンドアート作品の動画を
放映します。
本イベント限定のオリジナルBGMや水槽照明により、普段とは異なる雰囲気となる夜のサンシャイン水族館で、生き
物たちの“死”から始まる“新たな命のものがたり”に触れられる「終わりは始まり展～生き物たちの終焉～」に是非お越し
ください。

サンシャイン水族館（東京・池袋、館長:丸山 克志）は、9月30日（金）～12月18日（日）の期間、夜間
特別営業として「終わりは始まり展～生き物たちの終焉～」を開催します。

自らの命を次なる命につなげようとする「生き物の尊さ」を知る
改めて「生きること」を考えるきっかけとなる

新たなイベント

皆さまに伝えたい生き物の“死”と“その先”について・・・

しゅうえん

館内には、当館で展示する生き物たちの死、環境問題によって発生する生き物たちの死、また絶滅危惧種に関する
解説パネルを設置して展開します。そして、このイベント期間限定で当館所有の“ロシアラッコの剥製”を展示するほか、
絶滅危惧種に指定されている“チュウゴクオオサンショウウオ”を展示します。

（サンシャイン水族館館長 丸山 克志）

はくせい

生きている以上逃れられない「死」に対して、生き物たちは決して刹
那的になるのではなく、それぞれの生き様で次に命を繋いでいます。
私たちはどのように仲間とつながり、どう生き、どう次に繋ぐのか。
ここにはココロ動かされる発見がきっとあります。

チュウゴクオオサンショウウオロシアラッコの剥製
はくせい
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開催内容

■展示解説パネル
今回のイベントテーマに沿った生き物の解説パネルを
展示。イラストを用いて、生き物の死や絶滅に関する
内容を生き物ごとにわかりやすく解説します。

■期間限定の特別展示
サンシャイン水族館でも過去にラッコを飼育展示して
いましたが、絶滅危惧種に指定され、現在は国内の
飼育数はわずか３個体※となりました。あまり目にする
機会のなくなったラッコについて知っていただくために
“ラッコの剥製（ロシアラッコ）”を展示します。また
絶滅危惧種に指定されている“チュウゴクオオサン
ショウウオ”の展示も必見です。

■命を繋げ！運命の選択～自然の中を生き延びろ！～
飼育スタッフが考案し、一から制作した、生き物が過酷な
自然界を生き抜く術をクイズ形式で学べるコンテンツを体
験できます。実際に生き物たちに起こりうることを題材に、
与えられる選択肢の中であなたは生き残れるか⁉

■オリジナルグッズの販売
館内2階「ショップ アクアポケット」では、本イベント限定
のクリアファイルやマスキングテープを販売予定です。
詳細は後日イベント特設サイトにてお知らせします。
https://sunshinecity.jp/file/aquarium/owari_hajimari/

※2022年9月15日現在

■飼育スタッフ制作オリジナル模型
飼育スタッフが約1か月かけて一から制作したオリジナル
模型が登場。人間の生活が影響して発生する海の生
き物の「死」について、模型を通して課題の発見をして
みませんか？

チュウゴクオオサンショウウオ展示解説パネルイメージ

命を繋げ！運命の選択～自然の中を生き延びろ！～のクイズ例 本イベントをイメージした照明の大水槽「サンシャインラグーン」

■大水槽「サンシャインラグーン」フォトスポット
本イベントをイメージした照明で普段とイメージが異な
る大水槽「サンシャインラグーン」を背景に写真が撮れ
るフォトスポットが登場します。

■館内BGM
本イベントをイメージしたオリジナルBGMが流れます。
展示エリアによって曲調が変化し、順路を進むにつれて、
生き物たちが希望を持って力強く生き抜くようなイメー
ジで制作しました。

オリジナル模型を制作する様子
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https://sunshinecity.jp/file/aquarium/owari_hajimari/
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※状況により、内容・スケジュールが変更になる場合がございます。※画像はイメージです。 ※金額はすべて税込です。

開催概要
イベント名：夜間特別営業 「終わりは始まり展～生き物たちの終焉～」
開催場所：サンシャイン水族館
開催日程：9月30日（金）～12月18日（日）各日18:15～21:00

※最終入場は終了1時間前。
※休業日あり。詳細はイベント特設サイトにてお知らせします。

料 金：大人（高校生以上） 2,400円、こども（小・中学生）1,200円、幼児（4才以上）700円
※期間中の金・土・日・祝日・祝前日は、大人料金2,600円となります。
※水族館年間パスポートをお持ちの方も入場には料金が発生します。

U R L：https://sunshinecity.jp/file/aquarium/owari_hajimari/

※サンシャイン水族館ではお客様に安心してご来館いただくため、新型コロナウイルス感染症拡大防止に努めております。ご来館の際には、ご理解とご協力をお願いいたします。
詳しくはサンシャイン水族館ウェブサイトをご確認ください。https://sunshinecity.jp/aquarium/news/entry-14803.html

報道関係者様からの
お問い合わせ先

株式会社サンシャインシティ コミュニケーション部 広報担当 成保・鳴海・深野・佐藤・大浦
TEL.03-3989-3329（平日9:30～18:00） FAX.03-3989-3451 pr@sunshinecity.co.jp

共同ピーアール株式会社 PRアカウント本部9部 内山・前山・高橋 TEL. 03-6260-4861 sunshinecity-pr@kyodo-pr.co.jp

※日時指定チケットの購入、または日時指定WEB整理券の取得が必要な場合がございます。詳しくは、水族館ウェブサイトをご確認ください。

■サンシャイン水族館（通常営業） 概要
所 在 地 ：
営業時間：
入 場 料 ：
問合せ先：

東京都豊島区東池袋3-1 サンシャインシティ ワールドインポートマートビル・屋上
10:00～18:00 ※最終入場は終了1時間前 ※変更の場合あり
大人(高校生以上)2,400円、こども(小・中学生)1,200円、幼児(4才以上)700円 ※変更の場合あり
サンシャイン水族館 03-3989-3466 https://sunshinecity.jp

■サンドアート
サンドアート集団SILT（シルト）と飼育スタッフが共に創り上げた、生き物の命のバトンがつながれていく様子を描いた
「生命の灯火（いのちのともしび）～サンドアートで紡ぐ命の物語～」が、優雅で壮大なサンドアートムービーとなり
登場。屋外エリアマリンガーデン「天空のペンギン」水槽下にて放映します。
※荒天の場合はご覧いただけない場合があります。

サンドアート集団SILT（シルト）とは・・・・

アスタナ万博に日本代表として出演、グラミー賞曲のMVを制作する
等、国際的に活躍。世界遺産・西本願寺でライブを行ったTV番組
は、ドイツのワールドメディアフェスにて金賞受賞。日本レコード大賞
やMステ等多数TV番組出演。
今回のサンドアートムービーは、SILTのリーダーの船本恵太が監督
を務め、メンバーの竹谷和真がサンドアートを描く。また、音楽はチェ
ロ奏者の青月泰山が務める。
公式サイト： http://www.otomeru.com/silt/

船本 恵太

竹谷 和真
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